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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成22年9月30日(2010.9.30)

【公表番号】特表2010-502476(P2010-502476A)
【公表日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【年通号数】公開・登録公報2010-004
【出願番号】特願2009-526609(P2009-526609)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   5/395    (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/392    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ   5/26    　　　Ｌ
   Ｂ４１Ｍ   5/26    　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月12日(2010.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５０】
　実施例は、ポリオールの添加により浸漬試験結果を向上でき、その１つの説明が架橋で
あることを示す。エチレングリコールおよびビスフェノールＡなどの、２つのみのヒドロ
キシル基を有する化合物は、比較的低い性能を示す。エチレングリコールおよびグリセロ
ールなどの、より高い濃度のヒドロキシル基を有する化合物は、比較的低い性能を示す。
　本発明は以下の実施の態様を含むものである。
１．　支持層と、
　前記支持層によって支持され、かつカルボン酸基を含有するバインダーを含む転写層と
を含む熱転写プロセスに使用するためのドナー要素であって、
　前記転写層が、１８ｍＭ／ｇ（ミリモル／グラム）未満のヒドロキシル基濃度での複数
のヒドロキシル基と、少なくとも１つの連結基とを含有する有機化合物を含み、
　前記化合物が、Ｎ，Ｎ－ビス－（２－ヒドロキシエチル）アミドおよびロジンエステル
を全く含まない、ドナー要素。
２．　前記有機化合物が、延長基を全く含まない、前記１に記載の要素。
３．　前記有機化合物が、延長基を含む、前記１に記載の要素。
４．　前記有機化合物が、複数の延長基を含む、前記１に記載の要素。
５．　前記有機化合物が、少なくとも３つのヒドロキシル基を含む、前記１に記載の要素
。
６．　前記有機化合物が、少なくとも４つのヒドロキシル基を含む、前記１に記載の要素
。
７．　前記有機化合物が、少なくとも６つのヒドロキシル基を含む、前記１に記載の要素
。
８．　前記少なくとも１つの連結基のうちの１つの連結基が、（ＣＨ2）4Ｃ化学構造を含
む、前記１に記載の要素。
９．　前記少なくとも１つの連結基のうちの１つの連結基が、（ＣＨ2）3ＣＣＨ2ＯＣＨ2

Ｃ（ＣＨ2）3化学構造を含む、前記１に記載の要素。
１０．　前記有機化合物が、少なくとも２個の原子の最短連結長さを有する連結基を含む
、前記１に記載の要素。
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１１．　前記有機化合物が、少なくとも３個の原子の最短連結長さを有する連結基を含む
、前記１に記載の要素。
１２．　前記有機化合物が、少なくとも１０個の原子の最短連結長さを有する連結基を含
む、前記１に記載の要素。
１３．　前記有機化合物が、超分岐ポリオールである、前記１に記載の要素。
１４．　前記有機化合物が、エステル基を含む超分岐ポリオールである、前記１に記載の
要素。
１５．　前記有機化合物が、エーテル基を含む超分岐ポリオールである、前記１に記載の
要素。
１６．　有機化合物のヒドロキシル基対バインダーのカルボン酸基の当量の比率が、０．
２５：１～４：１の範囲内である、前記１に記載の要素。
１７．　前記バインダーが、アクリル酸のコポリマーを含む、前記１に記載の要素。
１８．　前記バインダーが、メタクリル酸のコポリマーを含む、前記１に記載の要素。
１９．　熱転写ドナー要素の使用方法であって、
　支持層、及び前記支持層によって支持され、かつカルボン酸基を含有するバインダーを
含む転写層を含む熱転写ドナー要素と、レシーバ要素との集成体を提供する工程であって
、前記転写層が、１８ｍＭ／ｇ未満のヒドロキシル基濃度での複数のヒドロキシル基と、
少なくとも１つの連結基とを含有する有機化合物を含み、前記転写層が、少なくとも１つ
の箇所で前記レシーバ要素と接触している、工程と；
　レーザーを用いて所定のパターンにしたがって前記集成体を画像形成して、使用済みの
ドナー要素と、前記転写層のパターンを含む画像形成されたレシーバ要素との画像形成さ
れた集成体を提供する工程と；
　前記使用済みのドナー要素を、前記転写層のパターンを含む画像形成されたレシーバ要
素から分割する工程と
を含み、
　前記有機化合物が、Ｎ，Ｎ－ビス－（２－ヒドロキシエチル）アミドおよびロジンエス
テルを全く含まない、方法。
２０．　前記画像形成されたレシーバ要素の転写層を１０分間超にわたって８０℃超に加
熱する工程をさらに含む、前記１９に記載の方法。
２１．　前記画像形成されたレシーバ要素の転写層を１０分間超にわたって１６０℃超に
加熱する工程をさらに含む、前記１９に記載の方法。
２２．　前記有機化合物が、延長基を全く含まない、前記１９に記載の方法。
２３．　前記有機化合物が、延長基を含む、前記１９に記載の方法。
２４．　前記有機化合物が、複数の延長基を含む、前記１９に記載の方法。
２５．　前記有機化合物が、少なくとも３つのヒドロキシル基を含む、前記１９に記載の
方法。
２６．　前記有機化合物が、少なくとも４つのヒドロキシル基を含む、前記１９に記載の
方法。
２７．　前記有機化合物が、少なくとも６つのヒドロキシル基を含む、前記１９に記載の
方法。
２８．　前記少なくとも１つの連結基が、（ＣＨ2）4Ｃ化学構造を含む、前記１９に記載
の方法。
２９．　前記少なくとも１つの連結基が、（ＣＨ2）3ＣＣＨ2ＯＣＨ2Ｃ（ＣＨ2）3化学構
造を含む、前記１９に記載の方法。
３０．　前記有機化合物が、少なくとも２個の原子の最短連結長さを有する連結基を含む
、前記１９に記載の方法。
３１．　前記有機化合物が、少なくとも３個の原子の最短連結長さを有する連結基を含む
、前記１９に記載の方法。
３２．　前記有機化合物が、少なくとも１０個の原子の最短連結長さを有する連結基を含
む、前記１９に記載の方法。
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３３．　前記有機化合物が、超分岐ポリオールである、前記１９に記載の方法。
３４．　前記有機化合物が、エステル基を含む超分岐ポリオールである、前記１９に記載
の方法。
３５．　前記有機化合物が、エーテル基を含む超分岐ポリオールである、前記１９に記載
の方法。
３６．　有機化合物のヒドロキシル基対バインダーのカルボン酸基の当量の比率が、０．
２５：１～４：１の範囲内である、前記１９に記載の方法。
３７．　前記バインダーが、アクリル酸のコポリマーを含む、前記１９に記載の方法。
３８．　前記バインダーが、メタクリル酸のコポリマーを含む、前記１９に記載の方法。
３９．　レシーバ要素と、
　熱転写によって前記レシーバ要素上に付着される層と
を含むカラーフィルターであって、
　前記層が、カルボン酸基を含有するバインダー、ならびに１８ｍＭ／ｇ未満のヒドロキ
シル基濃度での複数のヒドロキシル基及び少なくとも１つの連結基を含有する有機化合物
を含み、前記化合物が、Ｎ，Ｎ－ビス－（２－ヒドロキシエチル）アミドおよびロジンエ
ステルを全く含まない、カラーフィルター。
４０．　前記有機化合物が、延長基を全く含まない、前記３９に記載のカラーフィルター
。
４１．　前記有機化合物が、延長基を含む、前記３９に記載のカラーフィルター。
４２．　前記有機化合物が、複数の延長基を含む、前記３９に記載のカラーフィルター。
４３．　前記有機化合物が、少なくとも３つのヒドロキシル基を含む、前記３９に記載の
カラーフィルター。
４４．　前記有機化合物が、少なくとも４つのヒドロキシル基を含む、前記３９に記載の
カラーフィルター。
４５．　前記有機化合物が、少なくとも６つのヒドロキシル基を含む、前記３９に記載の
カラーフィルター。
４６．　前記少なくとも１つの連結基が、（ＣＨ2）4Ｃ化学構造を含む、前記３９に記載
のカラーフィルター。
４７．　前記少なくとも１つの連結基が、（ＣＨ2）3ＣＣＨ2ＯＣＨ2Ｃ（ＣＨ2）3化学構
造を含む、前記３９に記載のカラーフィルター。
４８．　前記有機化合物が、少なくとも２個の原子の最短連結長さを有する連結基を含む
、前記３９に記載のカラーフィルター。
４９．　前記有機化合物が、少なくとも３個の原子の最短連結長さを有する連結基を含む
、前記３９に記載のカラーフィルター。
５０．　前記有機化合物が、少なくとも１０個の原子の最短連結長さを有する連結基を含
む、前記３９に記載のカラーフィルター。
５１．　前記有機化合物が、超分岐ポリオールである、前記３９に記載のカラーフィルタ
ー。
５２．　前記有機化合物が、エステル基を含む超分岐ポリオールである、前記３９に記載
のカラーフィルター。
５３．　前記有機化合物が、エーテル基を含む超分岐ポリオールである、前記３９に記載
のカラーフィルター。
５４．　有機化合物のヒドロキシル基対バインダーのカルボン酸基の当量の比率が、０．
２５：１～４：１の範囲内である、前記３９に記載のカラーフィルター。
５５．　前記バインダーが、アクリル酸のコポリマーを含む、前記３９に記載のカラーフ
ィルター。
５６．　前記バインダーが、メタクリル酸のコポリマーを含む、前記３９に記載のカラー
フィルター。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持層と、
　前記支持層によって支持され、かつカルボン酸基を含有するバインダーを含む転写層と
を含む熱転写プロセスに使用するためのドナー要素であって、
　前記転写層が、１８ｍＭ／ｇ（ミリモル／グラム）未満のヒドロキシル基濃度での複数
のヒドロキシル基と、少なくとも１つの連結基とを含有する有機化合物を含み、
　前記化合物が、Ｎ，Ｎ－ビス－（２－ヒドロキシエチル）アミドおよびロジンエステル
を全く含まない、ドナー要素。
【請求項２】
　熱転写ドナー要素の使用方法であって、
　支持層、及び前記支持層によって支持され、かつカルボン酸基を含有するバインダーを
含む転写層を含む熱転写ドナー要素と、レシーバ要素との集成体を提供する工程であって
、前記転写層が、１８ｍＭ／ｇ未満のヒドロキシル基濃度での複数のヒドロキシル基と、
少なくとも１つの連結基とを含有する有機化合物を含み、前記転写層が、少なくとも１つ
の箇所で前記レシーバ要素と接触している、工程と；
　レーザーを用いて所定のパターンにしたがって前記集成体を画像形成して、使用済みの
ドナー要素と、前記転写層のパターンを含む画像形成されたレシーバ要素との画像形成さ
れた集成体を提供する工程と；
　前記使用済みのドナー要素を、前記転写層のパターンを含む画像形成されたレシーバ要
素から分割する工程と
を含み、
　前記有機化合物が、Ｎ，Ｎ－ビス－（２－ヒドロキシエチル）アミドおよびロジンエス
テルを全く含まない、方法。
【請求項３】
　レシーバ要素と、
　熱転写によって前記レシーバ要素上に付着される層と
を含むカラーフィルターであって、
　前記層が、カルボン酸基を含有するバインダー、ならびに１８ｍＭ／ｇ未満のヒドロキ
シル基濃度での複数のヒドロキシル基及び少なくとも１つの連結基を含有する有機化合物
を含み、前記化合物が、Ｎ，Ｎ－ビス－（２－ヒドロキシエチル）アミドおよびロジンエ
ステルを全く含まない、カラーフィルター。
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